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(57)【要約】
【課題】所望の色合いにより近い色を安定かつ簡単に表
現する。
【解決手段】インクジェットインクの調色装置５０は、
複数の基本色インクを混合することで混合インクを目的
の色に調合する調合部１０と、メディア６０上に吐出し
た混合インクの色を測色するインク測色部と、インク測
色部によって測色した混合インクの色と目的の色との色
差が予め設定された範囲外である場合に、混合インクの
色を当該範囲内に近づけるように調合部１０を制御する
調色調整部２２とを備えている。
【選択図】図１



(2) JP 2016-7736 A 2016.1.18

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の基本色インクを混合することで混合インクを調合する調合手段と、
　被記録媒体上に吐出した上記混合インクの色を測色するインク測色手段と、
　上記インク測色手段によって測色した上記混合インクの色と予め設定された目的の色と
の色差が予め設定された範囲外である場合に、上記混合インクの色を当該範囲内に近づけ
るように上記調合手段を制御する調色調整手段とを備えていることを特徴とするインクジ
ェットインクの調色装置。
【請求項２】
　上記調合手段は、透明インクをさらに混合するものであり、
　上記調色調整手段は、上記混合インクが上記被記録媒体上に吐出されることによって表
現される色の濃淡が、予め設定された濃淡になるように、上記調合手段を制御することを
特徴とする請求項１に記載のインクジェットインクの調色装置。
【請求項３】
　上記複数の基本色インクが、予め設定されたインクであるか否かを識別するインク識別
手段を備えていることを特徴とする請求項１又は２に記載のインクジェットインクの調色
装置。
【請求項４】
　上記混合インクに含まれた気体を脱気する脱気手段を備えていることを特徴とする請求
項１～３の何れか１項に記載のインクジェットインクの調色装置。
【請求項５】
　請求項１～４の何れか１項に記載の調色装置によって調色した混合インクを吐出する混
合インク用インクジェットヘッドを備えていることを特徴とするインクジェット印刷装置
。
【請求項６】
　上記混合インクを吐出するインクジェットヘッドを制御するヘッド制御手段をさらに備
え、
　上記ヘッド制御手段は、上記被記録媒体上に印刷される上記混合インクの印刷濃度が、
予め設定された濃度になるように、上記混合インクの吐出量を制御することを特徴とする
請求項５に記載のインクジェット印刷装置。
【請求項７】
　上記ヘッド制御手段は、上記目的の色を示すデータを反映して上記混合インクの吐出量
を決定することを特徴とする請求項６に記載のインクジェット印刷装置。
【請求項８】
　上記混合インク用インクジェットヘッドを含む複数のインクジェットヘッドを備え、
　上記複数のインクジェットヘッドは、互いに、走査方向において、各インクジェットヘ
ッドを走査させたときのそれぞれの軌跡が重ならないように配置されていることを特徴と
する請求項５～７の何れか１項に記載のインクジェット印刷装置。
【請求項９】
　請求項１～４のいずれか１項に記載のインクジェットインクの調色装置としてコンピュ
ータを機能させるための調色プログラムであって、コンピュータを上記各手段として機能
させるための調色プログラム。
【請求項１０】
　請求項５～８の何れか１項に記載のインクジェット印刷装置を用いて印刷を行なうこと
を特徴とするインクジェット印刷方法であって、
　上記混合インクを上記混合インク用インクジェットヘッドから吐出して印刷することを
特徴とするインクジェット印刷方法。
【請求項１１】
　上記被記録媒体は、布帛であることを特徴とする請求項１０に記載のインクジェット印
刷方法。



(3) JP 2016-7736 A 2016.1.18

10

20

30

40

50

【請求項１２】
　請求項１０に記載のインクジェット印刷方法によって三次元造形物を製造する方法であ
り、
　上記混合インクを上記混合インク用インクジェットヘッドから吐出して積層させること
を特徴とする造形物の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェットインクの調色装置及びその利用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェットプリンタを用いた印刷では、印刷すべき画像データを、例えば、イエロ
ー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）及びブラック（Ｋ）の色に分版データ化して、
当該分版データをプリンタ制御部に送信し、その後、分版データに基づき、プリンタ制御
部がインクジェットヘッドを制御することで各色のインクを印刷メディアの上に吐出し、
当該メディア上でインクの調色を行なう。
【０００３】
　特許文献１には、記録媒体に印刷する色を予め混合した混合インクを吐出する混合イン
クヘッドを備えたインクジェット印刷装置について記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平２０１３－１８４４０８号公報（２０１３年９月１９日公開）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述の通り、所望の色を表現するための複数のインクをそれぞれの複数のノズルから吐
出すると、メディア上で当該所望の色が表現される。ここで、予め所望の色を複数のイン
クをメディア上で混合して所望する色を表現するように条件を決め、その条件に基づき複
数のノズルからインクを吐出して調製する思想も有り得る。しかし、予め調色を行なった
としても、周囲の環境、インクジェットプリンタにおけるインクジェットヘッドの個体の
特性、メディアの種類等によって、再現される色合いが所望のものとは異なる場合が生じ
得る。
【０００６】
　また、特許文献１に記載のインクジェット印刷装置よりも、所望の色合いにより近い色
を安定かつ簡単に表現することができる新なインクジェットインクの調色装置が求められ
ている。
【０００７】
　本発明はこのような事情に鑑みて成された発明であり、所望の色合いにより近い色を安
定かつ簡単に表現するための調色装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係るインクジェットインクの調色装置は、複数の基本色インクを混合すること
で混合インクを調合する調合手段と、被記録媒体上に吐出した上記混合インクの色を測色
するインク測色手段と、上記インク測色手段によって測色した上記混合インクの色と予め
設定された目的の色との色差が予め設定された範囲外である場合に、上記混合インクの色
を当該範囲内に近づけるように上記調合手段を制御する調色調整手段とを備えていること
を特徴としている。
【０００９】
　上記構成によれば、周囲の環境、インクジェットヘッドの特性のバラつき、インクジェ
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ットプリンタ個体の特性、メディアの種類等によって、当初作成した混合インクにより再
現される色合いが所望のものとは異なっても、所望の色により近い混合インクを改めて調
合することができる。
【００１０】
　本発明の一態様に係るインクジェットインクの調色装置は、透明インクをさらに混合す
るものであり、上記調色調整手段は、上記混合インクが上記被記録媒体上に吐出されるこ
とによって表現される色の濃淡が、予め設定された濃淡になるように、上記調合手段を制
御することがより好ましい。
【００１１】
　上記構成によれば、透明インクによって混合インクの濃淡を調整することで、混合イン
クが上記被記録媒体上に吐出されることによって表現される色の濃淡をも調整することが
できる。また、被記録媒体上において淡い色を表現するために濃度を薄く調整した混合イ
ンク、濃い色を表現するためのインクに近い量で吐出することができる。つまり、一態様
に係るインクジェットインクの調色装置によれば、混合インクの基本色インクのいずれか
の吐出量不足に起因する色ブレが発生することを防止することができる。
【００１２】
　本発明の一態様に係るインクジェットインクの調色装置では、上記複数の基本色インク
が、予め設定されたインクであるか否かを識別するインク識別手段を備えていることがよ
り好ましい。
【００１３】
　上記構成によれば、調合手段が調合する基本色インクが適切なインクであるか否かを識
別することができる。これによって、調色制御手段が異なる色調のインクを用いて混合イ
ンクを調合することを防止することができる。
【００１４】
　本発明の一態様に係るインクジェットインクの調色装置では、上記混合インクに含まれ
た気体を脱気する脱気手段を備えていることがより好ましい。
【００１５】
　上記構成によれば、調合手段によって調合した混合インクが、例えば、撹拌手段によっ
て撹拌されることで含んだ気体を脱気することができる。このため、当該混合インクを用
いて被記録媒体に印刷するときに、気泡が発生することを好適に防止することができる。
【００１６】
　本発明の一態様に係るインクジェット印刷装置は、本発明の一態様に係る調色装置によ
って調色した混合インクを吐出する混合インク用インクジェットヘッドを備えている。
【００１７】
　上記構成によれば、一態様に係る調色装置によって調色した混合インクを用いて被記録
媒体に画像等の情報を印刷することができる。このため、所望の色により近い色が再現さ
れた印刷物が得られる。
【００１８】
　本発明の一態様に係るインクジェット印刷装置は、上記混合インクを吐出するインクジ
ェットヘッドを制御するヘッド制御手段をさらに備え、上記ヘッド制御手段は、上記被記
録媒体上に印刷される上記混合インクの印刷濃度が、予め設定された濃度になるように、
上記混合インクの吐出量を制御してもよい。
【００１９】
　上記構成によれば、混合インクが被記録媒体上に吐出されることによって表現される色
の濃淡を、ヘッド制御手段が混合インクの吐出量を制御することによって調整することが
できる。このため、透明インクを用いなくても、被記録媒体上に混合インクを吐出するこ
とによって表現される混合インクの色の濃淡を好適に調整することができる。
【００２０】
　本発明の一態様に係るインクジェット印刷装置では、上記ヘッド制御手段は、上記目的
の色を示すデータを反映して上記混合インクの吐出量を決定することがより好ましい。
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【００２１】
　上記構成によれば、目的の色を表現するための印刷濃度になるように、ヘッド制御手段
によって、混合インクの吐出量を制御することができる。従って、透明インクを用いなく
ても、混合インクにより表現される色の濃淡を調整することができる。
【００２２】
　本発明の一態様に係るインクジェット印刷装置は、上記混合インク用インクジェットヘ
ッドを含む複数のインクジェットヘッドを備え、上記複数のインクジェットヘッドは、互
いに、走査方向において、各インクジェットヘッドを走査させたときのそれぞれの軌跡が
重ならないように配置されていることがより好ましい。
【００２３】
　上記構成によれば、混合インク用インクジェットヘッドを含む複数のインクジェットヘ
ッドを走査方向において走査させているときに、各インクジェットヘッドを走査させたと
きのそれぞれの軌跡が重ならない。このため、各インクジェットヘッドが、他のインクジ
ェットヘッドが吐出するインクミストによって汚染することを防止できる。
【００２４】
　本発明の一態様に係るインクジェットインクの調色装置は、コンピュータによって実現
してもよく、この場合には、コンピュータを上記印刷制御装置が備える各手段として動作
させることにより上記インクジェットインクの調色装置をコンピュータにて実現させる調
色プログラム、及びそれを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体も、本発明の範
疇に入る。
【００２５】
　本発明の一態様に係るインクジェット印刷方法は、本発明の一態様に係るインクジェッ
ト印刷装置を用いて印刷を行なうことを特徴とするインクジェット印刷方法であって、上
記混合インクを上記混合インク用インクジェットヘッドから吐出して印刷することを特徴
としている。
【００２６】
　本発明の一態様に係るインクジェット印刷装置を用いて印刷するインクジェット印刷方
法も本発明の範疇である。
【００２７】
　本発明の一態様に係るインクジェット印刷方法では、上記被記録媒体は、布帛であるこ
とがより好ましい。
【００２８】
　上記構成によれば、予め目的の色の色合いが表現できるように調色された混合インクを
用いてベタ打ち印刷をすれば、複数の基本色インクを用いて布帛上に所望の色のベタ打ち
を印刷する場合と異なり、布帛の繊維の網目の周期と印刷解像度の周期とのずれにより生
じるモアレを防止することができる。
【００２９】
　本発明の一態様に係る造形物の製造方法は、インクジェット印刷方法によって三次元造
形物を製造する方法であり、上記混合インクを上記インクジェットヘッド（混合インク用
インクジェットヘッド）３０から吐出して積層させることを特徴としている。
【００３０】
　上記構成によれば、目的の色に調色したインクジェットインクを吐出することによって
インク層を形成することができる。また、当該色を表現するためのインクは既に調合され
た一つのインクであるため、当該色で作製する部分の体積は常に一定となる。従って、積
層する層の高さのズレを抑えて三次元造形物を製造することができる。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明によれば、所望の色合いにより近い色を安定かつ簡単に表現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
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【図１】本発明の一実施形態に係るインクジェットインクの調色装置を含む、インクジェ
ット印刷装置の概略を説明する図である。
【図２】本発明の一実施形態に係るインクジェットインクの調色装置が備えている脱気手
段の概略を説明する図である。
【図３】本発明の一実施形態に係るインクジェット印刷装置が備えているインクジェット
ヘッドの概略を説明する図である。
【図４】本発明の一実施形態に係るインクジェット印刷方法の概略を説明するためのフロ
ーチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　＜第１の実施形態に係る調色装置５０＞
　図１及び２を用いて本発明の一実施形態（第１の実施形態）に係るインクジェットイン
クの調色装置５０についてより詳細に説明する。
【００３４】
　図１に示すように、本実施形態に係るインクジェットインクの調色装置５０は、調合部
（調合手段）１０及び調色制御部（調色制御手段）２０を備えている。また、調色装置５
０は、メディア６０上に吐出されたインクの色を測色するインク測色部（不図示）を備え
ており、当該インク測色部は、調色装置５０の外部に設けられている。ここで、インク測
色部と調色制御部２０とは、通信手段（不図示）によって測色した色のデータを調色制御
部２０に送受信できるか、又は、インク測色部によって測色された色のデータを調色制御
部２０に入力できるようになっている。
【００３５】
　このように、インク測色部をインクジェット印刷装置の外部に設けることで、例えば、
蒸し加熱によって発色させるテキスタイルインクを用いて印刷を行なうインクジェット印
刷装置において、インク測色部により好適に測色を行なうことができる。なお、本実施形
態においてメディア６０は布帛である。
【００３６】
　また、図２に示すように、本実施形態に係るインクジェットインクの調色装置５０は、
脱気部（脱気手段）１６を備えている。
【００３７】
　本実施形態に係る調色装置５０は、調色制御部２０によって調合部１０を制御すること
で、基本色インクを用いて混合インクを調合する。また、調色装置５０は、調色した混合
インクをメディア６０上に吐出し、当該混合インクの色をインク測色部によって測色する
。これによって、調色装置５０は、測色した混合インクの色と目的の色との色差を求め、
当該色差が予め設定された範囲内になるように混合インクの色を調整することができる。
このため、調色装置５０は、所望の色合いにより近い色を表現することができるように混
合インクを調色することができる。
【００３８】
　また、調色装置５０は、混合インクを吐出することによって表現する色の濃淡が、予め
設定された濃淡になるように透明インクを用いて混合インクの濃度を調整する。
【００３９】
　また、メディア６０上において淡い色を表現するために濃度を薄く調整した混合インク
を、濃い色のインクに近い量で吐出することによって所望の画像を印刷することができる
。このように、本実施形態に係る調色装置５０によれば、色の濃淡を１つのインクジェッ
トヘッドから吐出される量のインクで画像を形成することができる。従って、混合インク
を調色する基本色インクに対応する、いずれか１つ又は複数のインクジェットヘッドの吐
出量不足に起因する色ブレが発生することを防止することができるインクジェットインク
を調色することができる。
【００４０】
　このため、インクジェットインクの調色装置５０は、例えば、テキスタイルインクジェ
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ットプリンタ等のように大面積で一定の中間調色を印刷する必要のあるインクジェット印
刷装置用の調色装置として用いることができる。また、調色装置５０は、同じ色が用いら
れる商品等を繰り返し印刷するためのインクジェット印刷装置、及び、会社ロゴや商品ロ
ゴ等の印刷ように色調のバラつきを厳格に防止することが求められるインクジェット印刷
装置に用いることができる。
【００４１】
　〔調合部１０〕
　調合部１０は、調色調整部２２からの指示を受けて、複数の基本色インクを混合するこ
とで混合インクを目的の色に調合する。
【００４２】
　図１に示すように、本実施形態に係る調色装置５０において、調合部１０は、インク貯
留部１１、バルブ１２、インク調合容器１３及び重量測定部１４を備えている。また、調
合部１０は、インク調合容器１３の内側において基本色インクを撹拌する撹拌手段（不図
示）を備えている。
【００４３】
　インク貯留部１１は、調合部１０に複数設けられており、透明インク（ＣＬ）、並びに
複数の基本色インクとして、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）及びブラッ
ク（Ｋ）を別個に貯留している。インク貯留部１１に貯留された透明インク及び基本色イ
ンクをインク調合容器１３に供給することで、調合部１０は混合インク（Ｃｓ）を調合す
る。また、各インク貯留部１１は、調合部１０に着脱できるように取り付けられている。
このため、インク貯留部１１内のインクを消費しきれば、容器ごとインクを取り換えるこ
とが可能である。
【００４４】
　バルブ１２は、インク貯留部１１毎に設けられている。また、各バルブ１２は、調色調
整部２２からの指示によって開閉を制御されている。これによって、調合部１０は、イン
ク調合容器１３において混合する透明インク及び基本色インクの配合量を調整する。
【００４５】
　また、調合部１０では、インク調合容器１３内に投入された透明インク及び基本色イン
クの配合量を重量測定部１４によって測定し、各インクの配合量の測定値を調色調整部２
２に送信する。
【００４６】
　重量測定部１４では、透明インク及び基本色インクの供給量を重量に基づき測定する。
これによって、供給時のインクのロスや温度変化によるインクの比重の変化等の影響を受
けることなく、正確に各インクの配合量を測定することができる。
【００４７】
　なお、本実施形態に係る調色装置５０の調合部１０では、基本色インクとして、ＹＭＣ
Ｋの４色を用いているが、基本色インクの種類はこれに限定されない。基本色インクには
、例えば、レッド（Ｒ）、グリーン（Ｇ）及びブルー（Ｂ）を用いてもよく、ＹＭＣＫと
ＲＧＢの７色を基本色インクとして用いてもよい。また、予め透明インクで所定の濃度に
希釈した淡い色の着色インクを基本色インクとして用いてもよい。予め透明インクで所定
の濃度に希釈した淡い色の着色インクを基本色インクとして用いれば、調合部１０は、配
合量が微量である着色インクをより正確に配合することができる。
【００４８】
　なお、撹拌手段（不図示）には、例えば、マグネチックスターラー、撹拌棒、及び超音
波撹拌装置等を用いることができる。撹拌手段を設けることによって、調合部１０は混合
インクの色が均一になるように調色することができる。
【００４９】
　〔調色制御部２０〕
　図１に示すように、本実施形態に係る調色装置５０では、調色制御部２０は、調色機制
御部２１、調色調整部２２、及びインク識別部（インク識別手段）２５を備えている。
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【００５０】
　また、調色制御部２０は、画像データを基本色インクの色のデータに色分解する画像制
御部（画像制御手段）２３に配線等によって接続されている。
【００５１】
　本実施形態に係る調色装置５０では、調色機制御部２１及び調色調整部２２を備えた調
色制御部２０によって混合インクの調色の制御を行なう。
【００５２】
　（調色機制御部２１）
　調色機制御部２１は、調色調整部２２が、調色機制御部２１によって計算された配合量
で基本色インクを調合するように調色調整部２２を駆動させるためのものである。調色機
制御部２１は、予めユーザによって入力された調合するインクの色、量、濃度を示すデー
タ、後述する画像制御部２３又はインク測色部等から受信したりして得たＹＭＣＫに分版
されたインクの量、色及び濃度を示すデータから、混合インクを調合するための基本色イ
ンク及び透明インクの配合量を計算して調色調整部２２に送信する。
【００５３】
　また、調色機制御部２１は、調色調整部２２を制御することで、メディア６０上に吐出
された混合インクの色と、予め設定された目的の色との色差が予め設定された範囲内にな
るように混合インクに調合する基本色インクの色及び量、透明インクの量を計算する。こ
れによって、調色調整部２２は、所望の色合いにより近くなるように混合インクの色を調
整することができる。
【００５４】
　（調色調整部２２）
　調色調整部２２は、調色機制御部２１から取得した配合量に各基本色インクを配合する
ように調合部１０を制御する。より具体的には、調色調整部２２は、基本色インク毎にイ
ンク貯留部１１のバルブ１２を開け、基本色インクをインク調合容器１３に供給する。そ
の後、調色調整部２２は、重量測定部１４が測定した基本色インクの配合量の測定値が所
定の配合量に達したことを受信し、バルブ１２を閉める。このように、調色調整部２２は
、目的の色を調合するために用いられる基本色インクを、１種ずつ配合するように調合部
１０を制御する。これによって、調色調整部２２は、目的の色の混合インクを調合する。
なお、本実施形態では調色調整部２２と、調色調整部２２を制御する調色機制御部２１と
を別体にて示したが、本発明に係る調色装置が備える調色調整手段は、調色調整部２２の
ような形態に限定されず、必要なインクの量、色及び濃度を示すデータから、基本色イン
ク及び透明インクの配合量を計算する調色機制御部２１のような機能をいずれかに集約し
て有していてもよい。
【００５５】
　また、調色調整部２２は、調合部１０を制御することで、目的の色の混合インクを調整
した後、透明インクを当該混合インクに配合することにより、ユーザが選択した濃淡の度
合いになるように混合インクの濃度を調整する。
【００５６】
　（インク識別部２５）
　インク識別部（インク識別手段）２５は、複数の基本色インクが予め設定されたインク
であるか否かを識別する。より具体的には、インク識別部２５は、インク貯留部１１に搭
載するインクカートリッジに予め取り付けられたチップを当該インクカートリッジから外
し、インク識別部２５のチップ認識部に格納することによって、インクの製品番号、製造
番号、色、及びインク貯留部１１におけるインクの充填量等の情報等から、予め設定され
たインクであるか否かを識別する。
【００５７】
　これによって、調色制御部２０は、異なる色調のインクを用いて混合インクを調合する
ことを防止することができる。また、調色制御部２０は、調合部１０の各インク貯留部１
１におけるインクの残量を認識することができる。
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【００５８】
　〔インク測色部〕
　インク測色部は、メディア６０上に吐出された混合インクの色を測色し、測色の結果を
調色機制御部２１に送信する。なお、インク測色部は、従来公知のセンサ等で構成されて
おり、公知の表色系を用いてインクの色を測色すればよい。
【００５９】
　また、本発明の一変形例に係る調色装置では、インク測色部はインクジェット印刷装置
に内蔵されていてもよい。例えば、紫外線硬化型インクを用いて印刷を行なうインクジェ
ット印刷装置、分散インクを用いて印刷を行なうヒータ付きインクジェット印刷装置等に
おいて、インク測色部をインクジェット印刷装置に内蔵させることができる。このように
、インクジェット印刷装置が、インク測色部を内蔵するか否かは、インクジェット印刷装
置が用いるインクの種類、及びメディアの種類等に応じて、適宜設計を変更することがで
きる。
【００６０】
　〔画像制御部２３〕
　画像制御部（画像制御手段）２３は、メディア６０に印刷すべき所望の画像のデータを
基本色インクの色のデータに基づき色分解する。また、画像制御部２３は、インクジェッ
ト印刷装置１００が備えているヘッド制御部２４に、所望の画像のデータを基本色インク
の色のデータごとにまとめて送信する。これによって、ヘッド制御部２４は、インクジェ
ットヘッド３０を制御し、所望の画像をメディア６０に印刷する。
【００６１】
　なお、本実施形態に係る調色装置５０は、外付けの画像制御部２３からＹＭＣＫに分版
されたインクの量、色及び濃度を示すデータ等を入手する形態について説明したが、本発
明に係るインクジェットインクの調色装置は、画像データから基本色に分版化する機能、
分版化したデータから混合インクを調合するための基本色インク及び透明インクの配合量
等を計算する機能を内在していてもよく、調色機制御部２１がこれらの機能を有していて
もよい。また、例えば、画像制御部２３が、調色機制御部２１の機能を併せて備えていて
もよい。
【００６２】
　〔脱気部１６〕
　図２に示す脱気部１６は、調色装置５０による調色を終了した混合インクを脱気する。
これによって、調色を行なったときに、例えば、撹拌手段によって撹拌することにより混
合インクに含まれる空気を脱気することができる。従って、一実施形態に係るインクジェ
ット印刷装置１００によって、調合後の混合インクを吐出するときに、混合インクに含ま
れる空気等の気体に起因して混合インク内に気泡が発生することを防止することができる
。
【００６３】
　脱気部１６は、調色後の混合インクを充填したインク容器１７を密閉していない状態で
、内部に設置することができる。その後、脱気部１６の内部の空気を、減圧手段（不図示
）に連通する吸引口１６ａから吸引することによって、脱気部１６の内部を減圧する。こ
れによって、脱気部１６の内部に設置されたインク容器１７内の混合インクを脱気する。
なお、インク容器１７は、混合インクを脱気した後、例えば、ヒートシールによって密閉
することで、酸素の侵入を完全に遮断することができるアルミパックであることがより好
ましい。
【００６４】
　また、一変形例として、脱気部は、インクジェットインクの調色装置におけるインク流
路に設けられた中空糸フィルタによって実現することもできる。
【００６５】
　なお、例えば、紫外線硬化型インクのような、比較的、残留気体の影響を受けにくいイ
ンクを調色する場合、脱気部による脱気は省略することもできる。
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【００６６】
　＜第２の実施形態に係る調色装置＞
　本発明に係るインクジェットインクの調色装置は、上記実施形態及び上記変形例に限定
されない。
【００６７】
　例えば、一実施形態（第２の実施形態）に係るインクジェットインクの調色装置は、透
明インクを用いずに、図１に示す、混合インクを吐出するインクジェットヘッド３０を制
御するヘッド制御部（ヘッド制御手段）２４によって、メディア６０上に吐出される混合
インクの吐出量を制御することによってメディア６０上に表現される混合インクの色の濃
淡を制御してもよい。
【００６８】
　本実施形態に係るインクジェットインクの調色装置においても、メディア６０上に吐出
した混合インクの色を測色し、メディア６０上に吐出した混合インクの色と目的の色との
色差が設定された範囲内になるように混合インクを調色することができる。従って、透明
インクを用いなくても、メディア６０上に混合インクを吐出することによって表現される
混合インクの色の濃淡を好適に調整することができる。
【００６９】
　〔ソフトウェアによる実現例〕
　調色装置５０の制御ブロック（特に調色制御部２０、画像制御部２３及びヘッド制御部
２４）は、集積回路（ＩＣチップ）等に形成された論理回路（ハードウェア）によって実
現してもよいし、ＣＰＵ（Central Processing Unit）を用いてソフトウェアによって実
現してもよい。
【００７０】
　後者の場合、調色装置５０は、各機能を実現するソフトウェアである調色プログラムの
命令を実行するＣＰＵ、上記調色プログラムおよび各種データがコンピュータ（またはＣ
ＰＵ）で読み取り可能に記録されたＲＯＭ（Read Only Memory）または記憶装置（これら
を「記録媒体」と称する）、上記プログラムを展開するＲＡＭ（Random Access Memory）
などを備えている。そして、コンピュータ（またはＣＰＵ）が上記プログラムを上記記録
媒体から読み取って実行することにより、本発明の目的が達成される。上記記録媒体とし
ては、「一時的でない有形の媒体」、例えば、テープ、ディスク、カード、半導体メモリ
、プログラマブルな論理回路などを用いることができる。また、上記プログラムは、該プ
ログラムを伝送可能な任意の伝送媒体（通信ネットワークや放送波等）を介して上記コン
ピュータに供給されてもよい。なお、本発明は、上記プログラムが電子的な伝送によって
具現化された、搬送波に埋め込まれたデータ信号の形態でも実現され得る。
【００７１】
　＜インクジェット印刷装置１００＞
　図１及び図３を用いて、本発明の一実施形態に係る調色装置５０を備えた、インクジェ
ット印刷装置１００についてより詳細に説明する。
【００７２】
　図１に示すように、本実施形態に係るインクジェット印刷装置１００は、一実施形態に
係る調色装置５０と、インクジェットヘッド３０と、インクジェットヘッド３０を制御す
るヘッド制御部２４と、ヘッド制御部２４に印刷すべき画像のデータを送信する画像制御
部２３とを備えている。なお、画像制御部２３及びヘッド制御部２４は、調色装置５０に
ついては、すでに説明した通りであるため、その説明を省略する。
【００７３】
　〔インクジェットヘッド３０〕
　図３の（ａ）に示すように、本発明の一実施形態に係るインクジェット印刷装置１００
が備えているインクジェットヘッド３０は、複数の基本色インクを吐出するための複数の
インクジェットヘッド（基本色インク用インクジェットヘッド）３０と、一実施形態に係
る調色装置５０によって調色された混合インクを吐出する混合インク用ジェットヘッド（
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混合インク用インクジェットヘッド）３０とを備えている。より具体的には、インクジェ
ットヘッド３０は、ＹＭＣＫの基本色インクを吐出する４つの基本色インク用インクジェ
ットヘッド３０（Ｙ）、３０（Ｍ）、３０（Ｃ）、３０（Ｋ）と、混合インク（Ｃｓ１）
及び混合インク（Ｃｓ１）とは別の色の混合インク（Ｃｓ２）を混合インク用インクジェ
ットヘッド３０（Ｃｓ１）、３０（Ｃｓ２）とを備えている。
【００７４】
　インクジェットヘッド３０を用いて印刷を行なえば、混合インク（Ｃｓ１）及び混合イ
ンク（Ｃｓ２）を用いて印刷することができる。ここで、混合インク（Ｃｓ１）及び混合
インク（Ｃｓ２）は、調色装置５０によって予め目的の色の色合いが表現できるように調
色されている。このため、複数の基本色インクを被記録媒体上に吐出して印刷画像におけ
る目的の色を表現する場合と異なり、印刷時の周囲の環境、インクジェットヘッドの特性
のバラつき、インクジェットプリンタ個体の特性、被記録媒体の種類等によって印刷した
色が所望のものとは異なることを防止することができる。
【００７５】
　また、インクジェットヘッド３０を用いて印刷を行なえば、基本色インクを用いて印刷
を行なうこともできる。例えば、混合インクを吐出して地色及びロゴ等を印刷したメディ
ア６０上に、さらに、基本色インク用インクジェットヘッド３０から基本色インクを吐出
して、写真画像等の多くの色数を要する画像を併せて印刷することができる。
【００７６】
　なお、本実施形態に係るインクジェット印刷装置１００では、インクジェットヘッド３
０は、４色の基本色インク用インクジェットヘッド３０（Ｙ）、３０（Ｍ）、３０（Ｃ）
、３０（Ｋ）及び２色の混合インク用インクジェットヘッド３０（Ｃｓ１）、３０（Ｃｓ

２）を備えているが、インクジェットヘッドの構成はこれに限定されない。例えば、目的
に応じて、様々な種類の混合インクを吐出する混合インク用インクジェットヘッドのみを
複数備えた構成にしてもよく、当該構成にさらに基本色インク用インクジェットヘッドを
備えた構成にしてもよい。インクジェットヘッドの構成は、印刷に用いるべき混合インク
の数及び基本色インクの数に応じて、適宜設計を変更することができる。
【００７７】
　〔一変形例に係るインクジェットヘッド３１〕
　本発明の一実施形態に係るインクジェット印刷装置が備えているインクジェットヘッド
は、上記の実施形態に限定されない。例えば、図３の（ｂ）に示すように、一実施形態に
係るインクジェット印刷装置１００が備えているインクジェットヘッド３１では、一変形
例として、複数の基本色インク用インクジェットヘッド３１（Ｙ）、３１（Ｍ）、３１（
Ｃ）、３１（Ｋ）及び混合インク用インクジェットヘッド３１（Ｃｓ１）、３１（Ｃｓ２

）は、互いに、走査方向（Ｙ方向）において、各インクジェットヘッド３１を走査させた
ときのそれぞれの軌跡が重ならないように配置されている。
【００７８】
　なお、図３の（ｂ）におけるＸ方向は、インクジェット印刷装置１００のプラテン上に
おいてメディア６０が搬送される搬送方向であり、Ｙ方向はインクジェットヘッド３１が
メディア６０上を走査する走査方向である。
【００７９】
　インクジェットヘッド３１は、インクジェットヘッド３０と同様に、基本色インクを吐
出する基本色インク用インクジェットヘッド３１（Ｙ）、３１（Ｍ）、３１（Ｃ）、３１
（Ｋ）と、混合インク用インクジェットヘッド３１（Ｃｓ１）、３１（Ｃｓ２）とを備え
ている。このため、インクジェットヘッド３１は、インクジェットヘッド３０と同様の印
刷を行なうことができる。また、インクジェットヘッド３１では、各基本色インク用イン
クジェットヘッド３１（Ｙ）、３１（Ｍ）、３１（Ｃ）、３１（Ｋ）及び混合インク用イ
ンクジェットヘッド３１（Ｃｓ１）、３１（Ｃｓ２）を走査させたときのそれぞれの軌跡
が重ならないようにＹ方向に走査する。このため、各インクジェットヘッドが吐出したイ
ンクのミストによって、他の色のインクを吐出するインクジェットヘッドのノズルが汚染
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されることを防止することができる。
【００８０】
　＜第１の実施形態に係るインクジェット印刷方法＞
　本発明の一実施形態（第１の実施形態）に係るインクジェット印刷方法について、より
詳細に説明する。
【００８１】
　また、本実施形態に係るインクジェット印刷方法は、一実施形態に係るインクジェット
印刷装置１００を用いて実施する。
【００８２】
　より具体的には、本発明の一実施形態に係るインクジェット印刷方法は、複数の基本色
インクを混合することで混合インクを調色する調色工程と、メディア（被記録媒体）６０
上に吐出した上記混合インクの色を測色するインク測色工程と、上記インク測色工程によ
って測色した上記混合インクの色と上記目的の色との色差に基づき、上記混合インクの色
を調整する調色調整工程とを包含している。
【００８３】
　本実施形態に係るインクジェット印刷方法では、被記録媒体としてメディア６０を使用
する。一実施形態に係るインクジェット印刷方法では、インクジェット印刷装置１００を
用いるため、予め目的の色の色合いが表現できるように調色された混合インクを用いてベ
タ打ち印刷をすることができる。このため、複数の基本色インクを用いて布帛上に所望の
画像を印刷する場合と異なり、布帛の繊維の網目の周期と印刷解像度の周期とのずれによ
り生じるモアレを防止することができる。
【００８４】
　なお、本実施形態に係る印刷方法は、図４に示すフローチャートに従って行なう。
【００８５】
　まず、調色工程として、図４に示すように、本実施形態に係るインクジェット印刷方法
では、調色装置５０が備えている調色機制御部２１によって、調合部１０が調合する混合
インクの色、及び混合インクの製造量を選択する。その後、調色調整部２２が、調色機制
御部２１から目的の色の混合インクを調整するための混合比のデータ、目的の色の濃淡の
度合いに応じた透明インクの混合比のデータ、及び混合インクの製造量を取得する（Ｓ１
０１）。
【００８６】
　又は、調色機制御部２１が、インク測色部が測色した色を目的の色として認識し、当該
混合インクの混合比のデータを選択する。その後、調色調整部２２は、調色機制御部２１
から、目的の色の混合比のデータ、及び混合インクの製造量を取得する（Ｓ１０１）。
【００８７】
　続いて、調色調整部２２が、目的の色の混合比のデータ及びユーザが選択した混合イン
クの製造量から、混合インクを調合するために必要な透明インク及び各基本色インクの配
合量を算出し、調合部１０を制御することによって混合インクを調合する（Ｓ１０２）。
【００８８】
　次に、インク測色工程として、図４に示すように、インクジェット印刷装置１００のイ
ンクジェットヘッド３０が、調合部１０で調合した混合インクをメディア６０の上に吐出
する（Ｓ１０３）。なお、本実施形態に係るインクジェット印刷方法のように、透明イン
クによって混合インクの濃度を調整する実施形態であっても、インクジェットヘッド３０
によって混合インクの吐出量を調整してもよい。
【００８９】
　続いて、メディア６０上に吐出された混合インクの色を測色する（Ｓ１０４）。その後
、インク測色部は調色調整部２２に測色された色のデータを送信する。なお、測色するた
めに最初にインクを吐出する対象は、印刷物である最終製品となるメディア６０ではなく
、同種類のサンプルであってもよい。
【００９０】
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　続いて、調色調整工程として、調色機制御部２１が、インク測色部によって測色された
色と、目的の色との色差が所定の範囲内であるか否かを判断する（Ｓ１０５）。ここで、
測色された色と、目的の色との色差の範囲は、例えば、ＣＩＥ　Ｌａｂ表色系であれば、
ΔＥが１０以下の範囲内であることが好ましく、ΔＥが５以下であることがより好ましく
、ΔＥが３以下の範囲内であることが最も好ましい。ΔＥが、１０以下の範囲内であれば
、所望の色合いにより近い色を表現することができ、例えば、会社や商品等のロゴ等のよ
うに厳格に色のズレの抑制が求められる用途に用いることができる混合インクを得ること
ができる。
【００９１】
　なお、調色機制御部２１が、インク測色部によって測色された色と、目的の色との色差
が所定の範囲内であると判断すると、調色装置５０は調色を終了する（Ｓ１０５において
ＹＥＳ）。その後、調色された混合インクは、インク容器１７に充填され、印刷に用いら
れる（Ｓ１０６）。
【００９２】
　また、調色機制御部２１が、インク測色部によって測色された色と、目的の色との色差
が所定の範囲外であると判断すると（Ｓ１０５においてＮＯ）、調色調整部２２にインク
調合容器１３内に残る混合インの合計量と、色差に基づき、表色系において色のずれた方
向の目的の色の方向に戻すように調色調整部２２に指示を送る。調色調整部２２は、ＹＭ
ＣＫの基本色インク及び透明インクを配合し、混合インクの色を調整する。その後、メデ
ィア６０に吐出されたインクの色と目的の色との色差が所定の範囲内になるまで、Ｓ１０
２～Ｓ１０５のステップを繰り返す（調色調整工程）。その後、色差が所定の範囲内にな
れば、混合インクは、インク容器１７に充填され、印刷に用いられる（Ｓ１０６）。
【００９３】
　＜第２の実施形態に係るインクジェット印刷方法＞
　本発明に係るインクジェット印刷方法は、上記実施形態（第１の実施形態）に限定され
ない。例えば、一実施形態（第２の実施形態）に係るインクジェット印刷方法では、イン
クジェット印刷装置１００が備えているヘッド制御部２４によって、インクジェットヘッ
ド３０が吐出する混合インクの吐出量を制御することで、混合インクが表現する色の濃淡
を調整する。
【００９４】
　上記構成であれば、第１の実施形態に係るインクジェット印刷方法と同様に、基本色イ
ンクを用いて布帛上に所望の画像を印刷する場合と異なり、布帛上にベタ印字に近い印刷
画像を常にプリントすることができるため、布帛の繊維の網目の周期と印刷解像度の周期
とのずれにより生じるモアレを防止することができる。また、透明インクを用いなくても
、メディア６０上に混合インクを吐出することによって混合インクの色の濃淡を好適に表
現することができる。
【００９５】
　なお、本実施形態に係る印刷方法は、図４に示すフローチャートに従って行なうことが
できる。
【００９６】
　まず、調色工程として、図４に示すように、本実施形態に係るインクジェット印刷方法
では、調色装置５０が備えている調色機制御部２１によって、調合部１０が調合する混合
インクの色、及び混合インクの製造量を選択する。その後、調色調整部２２が、調色機制
御部２１から目的の色の混合インクを調整するための混合比のデータ、混合インクの製造
量、及び目的の色の濃淡を表現するために必要な混合インクの印刷濃度のデータを取得す
る（Ｓ１０１）。
【００９７】
　又は、調色機制御部２１が、インク測色部が測色した色を目的の色として認識し、当該
混合インクの混合比のデータを選択する。その後、調色調整部２２は、調色機制御部２１
から、目的の色の混合比のデータ、混合インクの製造量、目的の色の濃淡を表現するため
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に必要な混合インクの印刷濃度のデータを取得する（Ｓ１０１）。
【００９８】
　続いて、調色調整部２２が、目的の色の混合比のデータ、ユーザが選択した混合インク
の製造量、及び混合インクの印刷濃度のデータから、混合インクを調合するために必要な
各基本色インクの配合量を算出し、調合部１０を制御することによって混合インクを調合
する（Ｓ１０２）。また、ヘッド制御部２４は、調色調整部２２等から混合したインクの
色を示すデータ（上記目的の色を）を取得する。そして、混合インクによる目的の濃淡を
表現するために必要な混合インクの印刷濃度に基づき、混合インクの吐出量を決定する。
つまり、目的の色を示すデータに基づいて、所望の濃淡を実現するための吐出量を決定す
る。次に、決定した当該吐出量のデータに基づいてインクジェットヘッド３０を制御する
。
【００９９】
　次に、インク測色工程として、ヘッド制御部２４によって制御されたインクジェットヘ
ッド３０が所定の吐出量において、調合部１０で調合した混合インクを、メディア６０の
上に吐出する（Ｓ１０３）。
【０１００】
　続いて、インク測色部が、メディア６０上に吐出された混合インクの色を測色する（Ｓ
１０４）。その後、インク測色部は調色調整部２２に測色された色のデータを送信する。
【０１０１】
　続いて、調色機制御部２１が、インク測色部によって測色された色と、目的の色との色
差が所定の範囲内であるか否かを判断する（Ｓ１０５）。調色機制御部２１が、インク測
色部によって測色された色と、目的の色との色差が所定の範囲内であると判断すると、調
色装置５０は調色を終了する（Ｓ１０５においてＹＥＳ）。その後、調色された混合イン
クは、インク容器１７に充填され、印刷に用いられる（Ｓ１０６）。
【０１０２】
　また、調色機制御部２１が、インク測色部によって測色された色と、目的の色との色差
が所定の範囲外であると判断すると（Ｓ１０５においてＮｏ）、調色調整部２２にインク
調合容器１３内に残る混合インクの合計量と、色差に基づき、表色系において色のずれた
方向を目的の色の方向に戻すように調色調整部２２に指示を送る。調色調整部２２は、基
本色インクを配合し、混合インクの色を調整する。その後、メディア６０に吐出されたイ
ンクの色と目的の色との色差が所定の範囲内になるまで、Ｓ１０２～Ｓ１０５のステップ
を繰り返す。その後、色差が所定の範囲内になれば、混合インクは、インク容器１７に充
填され、印刷に用いられる（Ｓ１０６）。
【０１０３】
　＜３次元造形物の製造方法＞
　次に、本発明の一実施形態に係る造形物の製造方法について説明する。
【０１０４】
　本発明に係る造形物の製造方法は、本発明の一実施形態に係るインクジェット印刷方法
によって三次元造形物を製造する方法であり、上記調色調整工程によって調色した混合イ
ンクをインクジェットヘッドから吐出して積層させる。
【０１０５】
　本発明に係る造形物の製造方法によれば、目的の色に調色したインクジェットインクを
吐出することによってインク層を形成することができる。従って、目的の色のインク層を
積層した三次元造形物を製造することができる。また、当該色を表現するためのインクは
既に調合された一つのインクであるため、当該色で作製する部分の体積は常に一定となる
。従って、積層する層の高さのズレを抑えて三次元造形物を製造することができる。
【０１０６】
　〔付記事項〕
　本発明に係るインクジェットインクの調色装置５０は、複数の基本色インクを混合する
ことで混合インクを調合する調合部（調合手段）１０と、メディア６０上に吐出した上記
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混合インクの色を測色するインク測色部（インク測色手段）と、上記インク測色部によっ
て測色した上記混合インクの色と予め設定された目的の色との色差が予め設定された範囲
外である場合に、上記混合インクの色を当該範囲内に近づけるように上記調合部１０を制
御する調色調整部（調色調整手段）２２とを備えていることを特徴としている。
【０１０７】
　上記構成によれば、周囲の環境、インクジェットヘッドの特性のバラつき、インクジェ
ットプリンタ個体の特性、メディアの種類等によって、当初作成した混合インクにより再
現される色合いが所望のものとは異なっても、所望の色により近い混合インクを改めて調
合することができる。
【０１０８】
　本発明の一態様に係るインクジェットインクの調色装置５０は、透明インクをさらに混
合するものであり、上記調色調整部２２は、上記混合インクが上記メディア６０上に吐出
されることによって表現される色の濃淡が、予め設定された濃淡になるように、上記調合
部１０を制御することがより好ましい。
【０１０９】
　上記構成によれば、透明インクによって混合インクの濃淡を調整することで、混合イン
クが上記被記録媒体上に吐出されることによって表現される色の濃淡をも調整することが
できる。また、メディア６０上において淡い色を表現するために濃度を薄く調整した混合
インクを、濃い色を表現するためのインクに近い量で吐出することができる。つまり、一
態様に係るインクジェットインクの調色装置５０によれば、混合インクの基本色インクの
いずれかの吐出量不足に起因する色ブレが発生することを防止することができる。
【０１１０】
　本発明の一態様に係るインクジェットインクの調色装置５０では、上記複数の基本色イ
ンクが、予め設定されたインクであるか否かを識別するインク識別部（インク識別手段）
２５を備えていることがより好ましい。
【０１１１】
　上記構成によれば、調合部１０が調合する基本色インクが適切なインクであるか否かを
識別することができる。これによって、調色制御部（調色制御手段）２０が異なる色調の
インクを用いて混合インクを調色することを防止することができる。
【０１１２】
　本発明の一態様に係るインクジェットインクの調色装置５０では、上記混合インクに含
まれた気体を脱気する脱気部（脱気手段）１６を備えていることがより好ましい。
【０１１３】
　上記構成によれば、調合部１０によって調合した混合インクが、例えば、撹拌手段によ
って撹拌されることで含んだ気体を脱気することができる。このため、当該混合インクを
用いてメディア６０に印刷するときに、気泡が発生して吐出精度が落ちることを好適に防
止することができる。
【０１１４】
　本発明の一態様に係るインクジェット印刷装置１００は、本発明の一態様に係る調色装
置５０によって調色した混合インクを吐出するインクジェットヘッド（混合インク用イン
クジェットヘッド）３０を備えている。
【０１１５】
　上記構成によれば、一態様に係る調色装置５０によって調色した混合インクを用いてメ
ディア６０に画像等の情報を印刷することができる。このため、所望の色により近い色が
再現された印刷物が得られる。
【０１１６】
　本発明の一態様に係るインクジェット印刷装置１００は、上記混合インクを吐出するイ
ンクジェットヘッドを制御するヘッド制御部（ヘッド制御手段）２４をさらに備え、上記
ヘッド制御部２４は、上記メディア６０上に印刷される上記混合インクのインク濃度が、
予め設定された濃度になるように、上記混合インクの吐出量を制御してもよい。
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【０１１７】
　上記構成によれば、混合インクがメディア６０上に吐出されることによって表現される
色の濃淡を、ヘッド制御部２４が混合インクの吐出量を制御することによって調整するこ
とができる。このため、透明インクを用いなくても、メディア６０上に混合インクを吐出
することによって表現される混合インクの色の濃淡を好適に調整することができる。
【０１１８】
　本発明の一態様に係るインクジェット印刷装置１００では、上記ヘッド制御部２４は、
上記目的の色を示すデータを反映して上記混合インクの吐出量を決定することがより好ま
しい。
【０１１９】
　上記構成によれば、所望の色を表現するための印刷濃度になるように、ヘッド制御部２
４によって、混合インクの吐出量を制御することができる。従って、透明インクを用いな
くても、混合インクにより表現される色の濃淡を調整することができる。
【０１２０】
　本発明の一態様に係るインクジェット印刷装置１００は、インクジェットヘッド（混合
インク用インクジェットヘッド）３１を含む複数のインクジェットヘッド（基本色用イン
クジェットヘッド、基本色用インクジェットヘッド）３１を備え、上記複数のインクジェ
ットヘッド３１は、互いに、走査方向において、各インクジェットヘッド（混合インク用
インクジェットヘッド、基本色用インクジェットヘッド）３１を走査させたときのそれぞ
れの軌跡が重ならないように配置されていることがより好ましい。
【０１２１】
　上記構成によれば、インクジェットヘッド（混合インク用インクジェットヘッド）３１
を含む複数のインクジェットヘッド３１を走査方向において走査させているときに、各イ
ンクジェットヘッド（混合インク用インクジェットヘッド、基本色インク用インクジェッ
トヘッド）３１を走査させたときのそれぞれの軌跡が重ならない。このため、各インクジ
ェットヘッド（混合インク用インクジェットヘッド、基本色インク用インクジェットヘッ
ド）３１が、他のインクジェットヘッド（混合インク用インクジェットヘッド、基本色イ
ンク用インクジェットヘッド）３１が吐出するインクミストによって汚染することを防止
できる。
【０１２２】
　本発明の一態様に係るインクジェットインクの調色装置５０は、コンピュータによって
実現してもよく、この場合には、コンピュータを上記調色装置５０が備える各手段として
動作させることにより上記インクジェットインクの調色装置５０をコンピュータにて実現
させる調色プログラム、及びそれを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体も、本
発明の範疇に入る。
【０１２３】
　本発明の一態様に係るインクジェット印刷方法は、本発明の一態様に係るインクジェッ
ト印刷装置１００を用いて印刷を行なうことを特徴とするインクジェット印刷方法であっ
て、上記混合インクをインクジェットヘッド（混合インク用インクジェットヘッド）３０
から吐出して印刷する。
【０１２４】
　本発明の一態様に係るインクジェット印刷装置を用いて印刷するインクジェット印刷方
法も本発明の範疇である。
【０１２５】
　本発明の一態様に係るインクジェット印刷方法では、メディア６０は、布帛であること
がより好ましい。
【０１２６】
　上記構成によれば、予め目的の色の色合いが表現できるように調色された混合インクを
用いてベタ打ち印刷をすれば、複数の基本色インクを用いて布帛上に所望の色のベタ打ち
印刷をする場合と異なり、布帛の繊維の網目の周期と印刷解像度の周期とのずれにより生
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【０１２７】
　本発明の一態様に係る造形物の製造方法は、インクジェット印刷方法によって三次元造
形物を製造する方法であり、上記混合インクを上記インクジェットヘッド（混合インク用
インクジェットヘッド）３０から吐出して積層させる。
【０１２８】
　上記構成によれば、目的の色に調色したインクジェットインクを吐出することによって
インク層を形成することができる。また、当該色を表現するためのインクは既に調合され
た一つのインクであるため、当該色で作製する部分の体積は常に一定となる。従って、積
層する層の高さのズレを抑えて三次元造形物を製造することができる。
【０１２９】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１３０】
　本発明は、インクジェットインクを調色する調色装置に利用することができる。
【符号の説明】
【０１３１】
１０　調合部（調合手段）
１６　脱泡部（脱泡手段）
２２　調色調整部（調色調整手段）
２４　ヘッド制御部（ヘッド制御手段）
２５　インク識別部（インク識別手段）
３０、３１　インクジェットヘッド（混合インク用インクジェットヘッド）
３０（Ｙ）、３０（Ｍ）、３０（Ｃ）、３０（Ｋ）、３１（Ｙ）、３１（Ｍ）、３１（Ｃ
）、３１（Ｋ）　　基本色インク用インクジェットヘッド
３０（Ｃｓ１）、３０（Ｃｓ２）、３１（Ｃｓ１）、３１（Ｃｓ２）　　混合インク用イ
ンクジェットヘッド
５０　調色装置
６０　メディア（被記録媒体）
１００　インクジェット印刷装置
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